
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・静岡が世界に誇る茶園景観 
・大井川が育む自然と暮らしの景観 
・経済と文化を結ぶ交通と景観 

茶園景観の保全 
 
○公共施設等の景観形成の推進 

○農業用施設、建物等の景観への配慮 

○荒廃農地対策の推進 

茶園景観を「守る」ことを基本
に、ビュースポットの整備・活用
などの「見せる」取組、ツーリン
グコースの設定、ＰＲ施策などの
「活かす」取組を行います。 
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グリーンティーツーリズムを 
活かした景観づくり 
 

〇魅力あるツーリングコースの設定 

〇良好な茶園景観を望むビュースポットの整備 

１ 

茶園と公園を楽しむ場 
としての景観づくり 

 
〇魅力あるツーリングコースの設定 

〇情報発信の充実 

２ 

大井川の歴史・茶園・温泉を 
活かした景観づくり 

 
〇大井川鐵道沿線における景観の改善 

〇景観資源ネットワークルートの設定 

３ 

体験型観光イベントと 
連携した茶園景観づくり 

 
〇体験型観光イベントにおける茶園景観 

を活用した事業の展開 

４ 

静岡が誇る伝統農法を 
感じる景観づくり 
 

〇世界農業遺産の景観保全と情報発信 

〇粟ヶ岳山頂等のビュースポットの活用 

５ 

景観形成の方針 

沿道景観の保全 
 
○屋外広告物の景観誘導 

○道路付帯施設などの良好な景観形成の推進 

守る 

見  活  

地域全体での取組 

重点区域での取組 

公共施設や道路の管理者である『公』、屋外広告物や民家の管理者である『民』、

『茶』業に関わる皆様が一丸となって、茶園景観を次世代に継承していきます。 
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大井川流域・牧之原大茶園景観形成行動計画 
 

発行：静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課 

〒420-8601 静岡県静岡市葵区追手町９番６号 TEL：054-221-3490 

概要版 

■ 大井川流域・牧之原大茶園景観協議会 
（静岡県、島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、御前崎市、菊川市、牧之原市、吉田町、川根本町） 

大井川流域・牧之原大茶園 

景観形成行動計画 

平成 31 年３月 

大井川流域・牧之原大茶園景観協議会 

概要版 

日本茶の約 4 割を生産する静岡県。その 6 割が

この地域で生産されています。ここでは、大井川

流域、川根地域と藤枝の山間地域で、品質の高い

普通蒸し煎茶がつくられ、牧之原台地では全国に

誇る深蒸し煎茶がつくられています。 
この牧之原台地でお茶が生産されるようにな

った背景には大変な苦労がありました。明治2年、

江戸幕府の倒幕で失職した旧幕臣約 250 戸によ

って、荒地の開墾が始まりました。翌年、大井川

の川越制度が廃止され、明治 4 年には職を失った

人足たちも加わり、一丸となって開墾が進められ

ました。その後、品質の高いお茶づくりを目指し、

横浜の製茶共進会で高い評価を受けるようにな

りました。さらに、清水港から北米などへのお茶

の直接輸出が始まったことで、お茶の需要が高ま

り、牧之原台地は今日の大茶園に発展しました。

美しい景観を 

守り、育て、次世代に引き継ぐために 

「静岡縣の大茶園 金谷牧𡌛原 鳥瞰圗」吉田初三郎 画／所蔵：藤沢市 


